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原
　
邦
彦
議
員
（
公
ク
）

犯
罪
が

多
様
化
し
、
低
年
齢
化
や
凶
悪
化
の

ス
ピ
ー
ド
も
増
し
て
い
る
と
感
じ
る

状
況
に
あ
る
。
市
も
市
民
の
安
全
の

確
保
を
重
要
な
事
業
と
位
置
づ
け
、

で
き
る
限
り
の
取
り
組
み
を
行
う
べ

き
と
考
え
る
が
、

①
市
内
に
お
け
る
犯
罪
状
況
の
推

移
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

②
平
成
12
年
に
小
平
警
察
署
が
都

内
初
の
試
み
と
し
て
市
内
の
公
園
な

ど
に
設
置
し
た
移
動
式
交
番
「
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ボ
ッ
ク
ス
」
の
そ
の
後
の

状
況
は
。
交
番
設
置
を
希
望
す
る
地

域
へ
の
活
用
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

③
シ
ル
バ
ー
ポ
リ
ス
制
度
と
あ
わ

せ
て
活
用
を
考
え
ら
れ
な
い
か
。

④
よ
り
一
層
の
連
携
と
充
実
を
す

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

市
長
　
①
毎
年
増
加
傾
向
に
あ
る
。

②
一
定
の
効
果
は
あ
っ
た
が
老
朽

化
し
た
た
め
、
平
成
14
年
度
か
ら
使

用
を
中
止
し
、
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化

を
図
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

③
活
用
は
困
難
と
聞
い
て
い
る
。

④
移
動
交
番
車
な
ど
の
充
実
を
お

願
い
し
て
い
き
た
い
。

真
鍋
貞
樹
議
員
（
フ
ォ
）

日
常
的

に
、
看
板
、
標
識
や
電
柱
な
ど
、
多

過
ぎ
る
も
の
が
目
に
入
る
が
、

①
物
が
多
過
ぎ
る
と
考
え
る
が
ど

の
よ
う
な
認
識
を
持
っ
て
い
る
か
。

②
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
状
態
が
生

ま
れ
た
の
か
。
少
し
で
も
減
ら
し
て

い
く
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

③
市
の
施
設
な
ど
の
禁
止
・
命
令

条
項
が
多
過
ぎ
な
い
か
。

市
長

①
屋
外
広
告
物
や
各
種
標
識

が
無
秩
序
に
配
置
さ
れ
る
と
、
ま
ち

の
景
観
を
損
ね
、
情
報
の
混
乱
が
生

じ
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
お
り
、

電
柱
等
に
つ
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
議

論
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

②
そ
れ
ぞ
れ
必
要
性
が
あ
っ
て
設

置
さ
れ
た
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。

屋
外
広
告
物
に
つ
い
て
は
都
条
例
等

に
よ
り
適
切
に
規
制
し
て
お
り
、
交

通
規
制
標
識
は
統
廃
合
を
順
次
進
め

て
い
る
と
警
察
よ
り
聞
い
て
い
る
。

③
必
要
性
が
薄
れ
た
も
の
は
廃
止

や
改
正
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、

施
設
利
用
者
の
意
識
の
動
向
な
ど
を

踏
ま
え
考
え
て
い
き
た
い
。

斎
藤
　
敦
議
員
（
フ
ォ
）

①
建
築

確
認
事
務
は
、
具
体
的
に
い
つ
ご
ろ

か
ら
市
が
行
え
る
よ
う
に
な
る
の
か
。

②
必
要
な
人
員
、
予
算
と
財
源
は
。

③
他
課
へ
の
影
響
や
協
力
体
制
は
。

④
高
層
住
宅
や
店
舗
進
出
に
伴
う

ト
ラ
ブ
ル
の
解
消
へ
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

⑤
都
が
行
う
場
合
に
比
べ
、
市
が

行
う
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

⑥
民
間
で
も
建
築
確
認
事
務
を
行

え
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
公
設
と
の

違
い
は
。
民
間
が
行
う
こ
と
に
よ
る

メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

市
長

①
職
員
体
制
面
等
か
ら
、
現

段
階
で
は
受
け
入
れ
は
困
難
で
あ
る
。

②
15
か
ら
20
名
の
人
員
、
年
間
1

億
数
千
万
円
が
必
要
と
な
り
、
5
年

間
を
限
度
に
都
の
交
付
金
が
あ
る
。

③
関
連
課
が
連
携
し
た
情
報
提
供

を
行
う
こ
と
に
な
る
か
と
考
え
る
。

④
直
接
、
建
築
等
の
紛
争
防
止
に

は
つ
な
が
ら
な
い
と
考
え
る
。

⑤
身
近
な
窓
口
で
手
続
が
可
能
に

な
る
が
、
小
平
市
で
は
花
小
金
井
の

都
合
同
庁
舎
で
行
わ
れ
て
お
り
、
特

段
メ
リ
ッ
ト
は
生
じ
な
い
と
考
え
る
。

⑥
メ
リ
ッ
ト
は
行
政
と
民
間
の
選

択
が
で
き
る
点
等
で
、
デ
メ
リ
ッ
ト

は
民
間
で
確
認
を
受
け
た
場
合
、
市

と
連
携
が
取
り
に
く
い
点
等
で
あ
る
。

永
田
政
弘
議
員
（
政
和
）

情
報
の

伝
達
手
段
と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

役
割
は
重
要
で
、
重
み
は
さ
ら
に
増

し
て
い
る
。
小
平
市
で
も
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
な
ど
で
、
情
報

伝
達
は
ま
す
ま
す
ふ
え
て
い
る
。

①
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
進
め
方

に
つ
い
て
、
考
え
方
と
進
捗
状
況
は
。

②
小
平
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
訪

問
者
数
が
わ
か
る
ア
ク
セ
ス
カ
ウ
ン

タ
ー
を
設
置
で
き
な
い
か
。

③
例
規
類
集
を
小
平
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
に
開
設
で
き
な
い
か
。

教
育
長

①
必
要
か
つ
有
効
と
考
え

て
お
り
、
本
年
の
１
学
期
中
に
は
全

校
で
開
設
す
る
予
定
で
あ
る
。

市
長

②
今
後
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
見

出
し
や
配
置
を
整
理
す
る
予
定
で
、

そ
の
中
で
設
置
を
し
た
い
。

③
近
日
中
に
開
設
し
た
い
。

永
田
政
弘
議
員
（
政
和
）

電
子
自

治
体
が
具
体
化
し
て
い
く
こ
と
で
、

利
便
性
、
効
率
性
が
増
し
、
コ
ス
ト

面
で
大
幅
な
削
減
効
果
が
あ
ら
わ
れ
、

最
終
的
に
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に

つ
な
が
る
。
今
回
は
、
特
に
優
先
し

て
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
べ
き
と
思
わ

れ
る
も
の
を
質
問
す
る
。

①
公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
実
現

化
へ
の
進
捗
状
況
は
。

②
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
作
成
の
進
捗
状
況
は
。

③
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
を
活

用
し
た
図
書
デ
リ
バ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス

シ
ス
テ
ム
が
で
き
な
い
か
。

④
だ
れ
も
が
利
用
で
き
る
パ
ソ
コ

ン
ル
ー
ム
を
設
置
で
き
な
い
か
。

市
長

①
総
務
省
で
実
証
実
験
が
行

わ
れ
て
い
る
汎
用
シ
ス
テ
ム
の
構
築

を
待
っ
て
検
討
も
視
野
に
入
れ
た
い
。

②
シ
ス
テ
ム
の
変
更
作
業
等
を
進

め
て
い
る
。
同
時
に
、
市
報
で
市
民

へ
の
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、
職
員

の
研
修
も
鋭
意
進
め
て
い
る
。

教
育
長

③
実
現
に
は
利
用
料
金
、

返
却
方
法
な
ど
、
多
く
の
問
題
が
あ

り
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

④
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
管
理
や
施
設

内
の
ス
ペ
ー
ス
確
保
の
問
題
等
か
ら

当
面
は
困
難
と
考
え
て
い
る
。

苗
村
洋
子
議
員
（
緑
ネ
）

今
年
度

は
第
2
次
行
財
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン

の
最
終
年
に
当
た
る
が
、

①
実
施
状
況
を
ど
う
評
価
し
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
課
題
は
何
か
。

②
今
後
の
推
進
プ
ラ
ン
策
定
は
ど

の
よ
う
に
行
う
の
か
。

③
事
務
事
業
、
施
策
、
政
策
の
各

レ
ベ
ル
で
の
評
価
を
ど
の
よ
う
に
実

施
し
て
い
く
の
か
。

④
評
価
基
準
に
市
民
の
意
見
を
ど

う
反
映
さ
せ
る
の
か
。

⑤
委
託
事
業
や
業
者
に
つ
い
て
の

評
価
の
方
法
を
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長

①
お
お
む
ね
順
調
に
進
め
ら

れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
課
題
は

期
間
内
に
完
了
で
き
な
か
っ
た
項
目

が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

②
多
様
な
意
見
を
聞
き
な
が
ら
策

定
作
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。

③
ま
ず
事
務
事
業
評
価
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
広
い
視
野
か
ら
試
行
を

し
て
い
き
た
い
。
今
後
平
成
15
年
度

か
ら
16
年
度
に
施
策
評
価
の
検
討
を

重
ね
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
政
策
評

価
の
研
究
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

④
手
法
が
確
立
し
た
段
階
で
、
結

果
を
公
表
し
、
さ
ら
に
市
民
か
ら
意

見
を
聞
い
て
い
き
た
い
。

⑤
他
の
事
業
と
同
様
の
方
法
で
評

価
を
試
み
て
い
る
。

木
村
ま
ゆ
み
議
員（
共
産
）

嘱
託
・

臨
時
職
員
の
採
用
が
公
正
、
公
平
に

行
わ
れ
て
い
な
い
と
指
摘
す
る
声
が

市
民
か
ら
出
て
い
る
。
実
態
を
明
ら

か
に
し
、
だ
れ
も
が
納
得
で
き
る
採

用
方
法
へ
の
改
善
を
求
め
た
い
が
、

①
現
在
の
職
員
数
は
。

②
嘱
託
・
臨
時
職
員
に
市
職
員
の

O
B
、
O
G
は
何
人
い
る
の
か
。

③
臨
時
職
員
は
ど
う
い
う
場
合
に
、

ど
ん
な
手
続
で
採
用
す
る
の
か
。

④
市
民
の
指
摘
を
ど
う
受
け
と
め
、

今
後
、
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

市
長

①
平
成
14
年
4
月
1
日
現
在

の
正
規
職
員
数
は
992
人
、
再
任
用
職

員
数
は
9
人
、
嘱
託
職
員
数
は
376
人
、

臨
時
職
員
数
は
210
人
で
あ
る
。

②
嘱
託
職
員
に
は
23
人
、
臨
時
職

員
に
は
5
人
い
る
。

③
繁
忙
期
対
策
な
ど
で
採
用
し
て

い
る
。
採
用
予
定
の
課
が
臨
時
職
員

登
録
申
込
書
を
提
出
し
て
い
る
人
の

中
か
ら
業
務
内
容
や
勤
務
条
件
に
合

致
す
る
人
を
選
び
、
雇
用
担
当
部
長

の
承
認
を
経
て
採
用
す
る
。

④
真
摯

し
ん
し

に
受
け
と
め
て
お
り
、
よ

り
適
正
な
採
用
に
努
力
し
て
い
く
。

鴨
打
喜
久
男
議
員
（
政
和
）

①
公

立
昭
和
病
院
東
西
病
棟
等
改
築
計
画

検
討
委
員
会
報
告
書
に
つ
い
て
、
市

は
ど
の
よ
う
な
取
り
扱
い
を
し
、
ど

の
よ
う
に
対
応
を
図
る
の
か
。

②
報
告
書
が
出
さ
れ
た
背
景
を
ど

の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。

③
こ
の
改
築
計
画
を
実
行
す
る
と

市
の
財
政
負
担
は
ど
う
な
る
の
か
。

④
報
告
書
は
ど
ん
な
病
院
に
生
ま

れ
変
わ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
か
。

市
長

①
必
要
不
可
欠
な
事
業
で
、

厳
し
い
財
政
状
況
だ
が
対
応
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

②
施
設
の
老
朽
化
、
狭
隘

き
ょ
う
あ
い

化
が
著

し
く
医
療
環
境
も
脆
弱

ぜ
い
じ
ゃ
く

で
質
の
高
い

医
療
の
提
供
が
困
難
に
な
っ
て
き
て

お
り
、
快
適
性
、
安
全
性
を
確
保
す

る
た
め
、
ま
た
、
医
療
の
高
度
化
等

に
対
応
す
る
た
め
に
も
早
急
に
改
築

の
必
要
が
あ
る
と
の
判
断
に
至
っ
た

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

③
平
成
17
年
度
に
2
百
万
円
程
度

の
負
担
増
が
生
じ
、
そ
の
後
、
徐
々

に
増
加
し
平
成
25
年
度
に
は
3
億
円

程
度
の
負
担
増
に
な
る
。
そ
の
後
平

準
化
し
2
億
9
千
万
円
程
度
で
平
成

50
年
ま
で
推
移
す
る
と
見
て
い
る
。

④
医
療
連
携
の
推
進
を
図
り
、
地

域
で
完
結
す
る
医
療
を
目
指
し
た
病

院
に
な
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。

小
川
善
一
議
員
（
市
民
）

昭
和
病

院
の
東
西
病
棟
等
改
築
計
画
に
お
け

る
増
改
築
費
、
事
業
費
の
見
積
も
り

単
価
が
高
過
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
が
、
市
は
分
担
金
に
対
す
る

影
響
を
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
た
か
。

ま
た
再
検
討
等
は
あ
っ
た
か
。

市
長

改
築
事
業
費
の
設
定
に
当
た

っ
て
は
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定

し
た
社
団
法
人
が
算
定
し
た
工
事
額

に
つ
い
て
、
昭
和
病
院
が
委
託
し
て

い
る
設
計
相
談
業
者
の
意
見
や
、
平

成
10
年
度
以
降
に
建
築
さ
れ
た
病
院

の
工
事
額
等
を
参
考
に
設
定
し
た
も

の
で
あ
る
。
平
成
10
年
度
以
降
に
建

築
さ
れ
た
病
院
の
工
事
費
を
見
る
と
、

1
平
方
∞
当
た
り
47
万
8
千
円
か
ら

69
万
8
千
円
で
あ
り
、
昭
和
病
院
の

1
平
方
∞
当
た
り
工
事
単
価
は
新
築

部
分
が
50
万
2
千
円
で
あ
る
の
で
、

一
概
に
高
い
と
は
い
え
な
い
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
計
画
ど
お
り
実
行

さ
れ
た
場
合
の
分
担
金
へ
の
影
響
は
、

平
成
17
年
度
以
降
負
担
が
徐
々
に
増

加
し
、
負
担
額
が
最
高
と
な
る
の
は

平
成
25
年
度
で
3
億
円
程
度
の
増
と

な
る
。
そ
の
後
平
準
化
し
、
平
成
50

年
ま
で
2
億
9
千
万
円
程
度
で
推
移

す
る
も
の
と
見
て
い
る
。
市
と
し
て

は
、
昭
和
病
院
が
地
域
の
中
核
病
院

と
し
て
重
要
な
役
割
を
負
っ
て
い
る

こ
と
や
東
西
病
棟
等
施
設
の
老
朽
化

等
が
著
し
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
改
築

は
必
要
不
可
欠
と
考
え
て
い
る
。

木
村
ま
ゆ
み
議
員
（
共
産
）

①
国

会
で
審
議
さ
れ
て
い
る
有
事
法
制
案

は
、
自
治
体
の
首
長
の
権
限
が
大
き

く
制
限
さ
れ
、
戦
争
に
国
民
を
動
員

す
る
国
の
下
請
機
関
に
さ
れ
る
内
容

が
含
ま
れ
て
い
る
。
市
長
は
こ
の
法

案
に
ど
の
よ
う
な
見
解
を
持
っ
て
い

る
の
か
。

②
反
対
の
意
志
表
明
を
す
る
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

市
長

①
一
般
的
に
、
不
測
の
出
来

事
を
想
定
し
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
対

処
方
法
を
定
め
て
お
く
こ
と
は
危
機

管
理
上
必
要
な
こ
と
と
考
え
て
い
る
。

②
国
会
で
審
議
中
な
の
で
、
見
守

っ
て
い
き
た
い
。

橋
本
久
雄
議
員
（
緑
ネ
）

①
有
事

法
制
案
の
中
に
は
、
自
治
体
や
市
民

生
活
に
か
か
わ
る
部
分
が
多
く
含
ま

れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
認
識
を
持
っ
て
い
る
か
。

②
市
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
べ

き
立
場
に
あ
る
市
長
は
、
疑
問
点
を

国
に
質
問
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

③
自
治
体
の
長
が
市
民
の
生
命
、

財
産
を
守
る
た
め
に
戦
争
協
力
を
拒

否
し
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
処
罰
が

課
せ
ら
れ
る
と
思
う
か
。

④
武
力
攻
撃
事
態
法
案
15
条
に
あ

る
「
武
力
攻
撃
の
排
除
に
支
障
が
あ

り
」
と
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

こ
と
か
。
そ
れ
は
自
治
体
の
非
協
力

を
含
む
の
か
。

市
長

①
有
事
関
連
法
案
は
国
会
で

内
容
を
審
議
中
で
あ
り
、
個
別
具
体

的
内
容
は
今
後
個
別
の
法
律
の
制
定

が
予
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
今
後
の

国
会
の
審
議
状
況
を
見
守
り
た
い
。

②
国
会
で
審
議
中
で
あ
り
、
質
問

す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

③
法
律
案
の
規
定
か
ら
は
、
質
問

の
よ
う
な
事
態
は
あ
り
得
な
い
と
考

え
る
。

④
現
時
点
で
は
内
容
の
明
示
は
さ

れ
て
お
ら
ず
、
承
知
し
て
い
な
い
。

斉
藤
　
進
議
員
（
フ
ォ
）

①
市
報

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
特
集
号
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
概
況
は
ど
う
か
。

②
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
り
、
市

の
検
討
状
況
に
変
化
は
あ
る
か
。

③
昭
和
病
院
等
へ
の
接
続
要
望
が

根
強
い
が
、
柔
軟
な
対
応
は
可
能
か
。

④
税
負
担
の
公
平
性
等
か
ら
、
市

民
の
理
解
は
得
て
い
る
と
考
え
る
か
。

⑤
今
後
の
市
民
参
画
に
よ
る
検
討

を
具
体
的
に
ど
う
行
う
つ
も
り
か
。

市
長

①
寄
せ
ら
れ
た
意
見
の
7
割

近
く
が
、
小
平
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
研
究
会
の
結
果
に
賛
成
し
て
い
る
。

②
研
究
会
の
中
で
議
論
し
て
ほ
し

い
と
考
え
て
い
る
。

③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
と

は
別
に
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

④
税
負
担
等
と
公
平
性
の
見
地
か

ら
の
議
論
は
必
ず
し
も
十
分
で
な
く
、

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

⑤
研
究
会
に
市
民
公
募
委
員
も
参

加
す
る
な
ど
し
て
お
り
、
引
き
続
き

市
民
ニ
ー
ズ
を
と
ら
え
た
検
討
を
し

て
い
き
た
い
。

議員が市政全般にわたり、市長や教育長などに質問をし、考え方をただすことをいいます。適正な行政運営を行う上で、その役割は重要です。
ここでは、24人の議員からの質問の要旨を掲載しました。

一般質問とは

（フォ）＝フォーラム小平

（政和）＝政和会

（公ク）＝公明党小平元気クラブ

（共産）＝日本共産党市議団

（緑ネ）＝緑・生活者ネット

（市民）＝市民クラブ

一般質問

移

動

交

番

の

積
極
的
活
用
を

市

内

に

あ

る

多
過
ぎ
る
も
の
を
考
え
る

市
が
建
築
確
認
事
務
を
行
え
ば

住
環
境
は
よ
く
な
る
か

小

平

市

に

お

け

る

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
進
め
方

電

子

市

役

所

行
財
政
改
革
と

政

策

評

価

小

平

市

の

臨
時
職
員
な
ど
の
採
用

昭
和
病
院
改
築
計
画
の

財
政
支
出
に
つ
い
て
の
対
応

昭
和
病
院
東
西
病
棟
等
改
築

計
画
に
伴
う
分
担
金
の
影
響

有
事
法
制
な
ど
に
市
長
は

反
対
の
態
度
を
明
確
に
す
べ
き

自
治
体
か
ら「
平
和
」を

発

信

し

よ

う

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
試
行
運
行
の

現
在
の
検
討
状
況
は

公立昭和病院東病棟

行
　
政
　
一
　
般

行
　
政
　
一
　
般
 

行
　
政
　
一
　
般
 


